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令和６年４月２９日 

 

杖道段位審査会要項 

 

福 岡 県 剣 道 連 盟 

杖 道 部 

 

１ 日 時 : 令和６年６月２日（日） 

受付：９：３０  審査開始１０：００ 

 

２ 場 所 : 福岡市ももち体育館 ２階競技場 

      〒814-0006 福岡市早良区百道２丁目３番１５号 

電話番号 092-851-4550  （地下鉄藤崎駅から北へ150m） 

※駐車場には限りがありますので、公共交通機関のご利用をお願いします。 

 

３ 審査方法：全日本剣道連盟段級位審査規定よる。 

 

４ 審査科目 

(1)段位審査 

①『実技審査』の指定技は、全剣連杖道から下記の５本を指定する。 

なお、すべての段位審査において、「仕」「打」交替で審査する。 

初 段 着 杖 水 月 引 提 斜 面 左 貫 

二 段 水 月 引 提 斜 面 左 貫 物 見 

三 段 左 貫 物 見 霞 太 刀 落 雷 打 

四 段 物 見 霞 太 刀 落 雷 打 正 眼 

五 段 霞 太 刀 落 雷 打 正 眼 乱 留 

②『学科審査』は別紙問題より当日２問を出題する。（70歳以上は免除） 

    学科試験はももち文化センター内第一研修室にて実施します。 

(2)級審査 

 『実技審査』のみを下記の要領で行う。 

一級 
全剣連杖道の礼法及び基本の単独動作３本 

全剣連杖道３本（「仕」のみ） 

二級 
全剣連杖道、太刀の礼法、持ち方、構え方、構えの解き方 

基本の単独動作３本 

三級 
全剣連杖道、杖の礼法、姿勢、構え方 

基本の単独動作３本 
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５ 受審資格 

(1)段位受審者について ・・・・別紙参照のこと 

(2)級受審者について  ・・・・別紙参照のこと 

 

６ 申込み方法 

・審査申込みは、別紙「段位審査申込書」または「級位審査申込書」様式にて、所

属で取りまとめて代表者が申し込むこと。（申込書には指導者印を押印のこと。） 

・申込書は、必要枚数をコピーしてください。 

・期 日: 令和６年５月２５日（土） 期日を厳守のこと。 

 

７ 審査料・登録料・初回手数料・年会費等の額及び納付方法について 

(1)審査料等の額 

・級及び段位審査料等は別紙記載のとおり。 

・初回段位受審手数料 1,000 円（初段受験者のみ） 

(2)審査料等の納付について 

・審査料等の納付については、事前の振込をお願いします。 

・別添の「令和６年６月杖道段位審査料等振込一覧表」に各所属単位で受審者を

取りまとめていただき、申込期限までに下記の口座に振り込みをお願いいたし

ます。 

・上記の「審査料等振込一覧表」については、「段位（級位）審査申込書」と合

わせて事務局へ送付してください。 

・杖道部年会費については、１１月１日を基準日としておりますので６月審査時

の納付はありません。 

 

８ 安全対策 

  ・参加者は、各自十分健康管理に留意して審査会を受審すること。 

  ・参加者は、当日発熱がある場合および体調不良の方は参加をご遠慮ください。 

   （受付検温にて３７．５度以上の方は入場をお断りいたします。） 

  ・各自自身の杖、太刀を使用してください。（取り違いがないよう注意のこと。） 

  ・全日本剣道連盟のガイドラインを遵守すること。 

 

９ 振込先口座について 

ゆうちょ銀行 

記号17480 番号10675341 

福岡県剣道連盟杖道部   

他金融機関からの振込の場合 

【店名】七四八 【口座番号】１０６７５３４ 
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１０ 申込先：杖道部事務局   〒819-0025 福岡市西区石丸3-16-27 

                伊橋 慶  宛  

                       TEL 090-9401-0670 FAX 092-891-0273 

(ﾒｰﾙ)  syoubukan@outlook.jp 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊【連絡事項】＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

○ 審査会終了後の稽古会について 

 

審査会終了後、稽古会を予定しております。 

希望される方は、準備をよろしくお願いいたします。高段者の方につきましては、

稽古者の打太刀をお願いいたします。 

 

 

事務局より 



4 

 

令和６年(６月)学科試験問題 

 

 初段 

 

 １．杖道を始めた理由と効果について記述のこと。 

２．稽古をする上で基本動作に重点をおく理由を記述のこと。 

 ３．気合の必要性を記述のこと 

 

 二段 

 

 １．残心の必要性について記述のこと。 

 ２．試合に臨む心構えについて記述のこと。 

  ３．杖道の稽古を行うなかで、心がけていることを記述のこと。 

 

 三段 

 

 １．礼法の重要性について記述のこと 

 ２．間合いについて記述のこと。 

 ３．杖道を修業した効果を記述のこと。 

 

 四段 

 

 １．心・気・力の一致について記述のこと。 

 ２．杖道の徳目について記述のこと。 

 ３．理合いについて記述のこと。  

 

 五段 

 

 １．平常心について記述のこと。 

 ２．打太刀の心得を記述のこと。 

 ３．杖道の指導者としての心構えを記述のこと。 

 

 

 

 

  

 

※ 各段位とも二問を当日出題します。 

                              

                              

                               

 


